






























マルクがどのような考え方をもっていたか，どうしてもオ ー ストリアとの戦争が
重大に扱われる。といって，フランスとの戦争がどうでもよい訳ではない。北ド
イツ連邦の成立でドイツ統一が位置付けられた，ということで普仏戦争を取り上
げなかつた。

Q：先生はビスマルクをどのように評価しているか。 （南富良野高 古谷）
A:プフランツェの学説に対しては過大評価であると思う。ガルの学説に近い考え

方である。盲目的に評価（単なる英雄としての評価）よりは現実政策の政治家と
しての評価を強調したかった。

□ 
F.ドル ー シュ総合編集『ヨ ー ロッパの歴史 欧州共通教科書』，木村尚三郎監修，

花上克己訳，東京書籍，1994年．

本書は， 「EC統合からEUへ」という歴史の流れの中で， 「欧州共通教科書」
（本書の副題）として，加盟12か国の学者 ・ 教師が共同執筆したものの邦獣である。
それぞれが各々「自国語」で1章ずつ執筆し，残りの11人が修正 ・ 討議を重ね，4
年の歳月をかけて完成した。本書の企画・編集 ・ 執筆過程で現れた様々な問題は，94

世界が注目！初の全ヨーロッパ史ついに完咸！

■咄此．」紺川・

ヨ—ロッパの歴史
F ・ ドルーシュ鯰m／木村尚三郎監修／花 J: 克己訳

印鍼時代に向けてヨーロッバは過去をどのように
とらえ 、 未来をどう構築するのか？

12カ国の歴史家共同執筆による待望の書．
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果である。 「あとがき」によれば，本書執筆の意図は， 「『ネットワ ー ク論』を用い
て同時代のアフロユー ラシアの結びつき方を説明し， 『世界史の起点』がイスラム・
ネットワ ー クにあることを明らかにするところ」にあるとされる。

本書の冒頭では，都市の成立を「ネットワ ー ク革命」としてとらえ，そのネットワ
ー クのシステム化の結果として国家の形成がなされ，さらにネットワ ー ク網の拡大の
結果［世界帝国」が出現するという大枠が示される。その「世界帝国」相互のネット
ワ ー クが結びつきを強めた結果として， 「ネットワ ー ク帝国」が形成されるが，その
最初の例としてアッバース朝が描き出される。そして，ヨ ー ロッパ・アフリカの西方
社会へのネットワ ー クの発展に続いて，内陸アジアのイスラム・ネットワー クが説明
され，ヴァイキングの活動がアッパース朝のネットワ ー クの北辺に位置づけられる。
さらに， ペルシア湾から中国へ至る東方世界へのネットワー クが述べられ，次のモン
ゴル ・ ネットワ ーー クヘの展望を示して結ばれている。これまでの概説書になかったス
ケールの大きさをには，圧倒される思いがするが，それと同時に，既存の研究を著者
独自の視点で再構成することによって，アッパース朝史研究に新しい光をあてた著者
の発送の柔軟さには，感嘆のほかはない。

ネットワ ー ク論を全面に出した教科書も出現しており，今後の授業を考えるうえで
も，必読の文献といえよう。

また，本書の特徴は，著者がかつて高等学校の教壇に立っていたことにあり，著者
の授業のなかでの語り口を感じられる部分がある。特に第七章「ヴァイキングの活動」
は，史料・地図・図版を駆使して，スウェ ーデン系ヴァイキングの活動が描き出され
ているが，この章などは一種の授業書として読むことも可能であろう。

なお，昨平成6年8月8日，本会の会員有志ほかによって， 「宮崎正腸先生を囲む
会」が札幌西高等学校で開かれ，ネットワー ク論についての理解を深めたことを付記
しておきたい。
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i会場札幌市教育文化会館
l謁演 未定
；研究発表未定（募集中）

（札幌稲西高校中村和之）
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！発行にこぎ着けることができました！
iが，これも会員の皆さまのご協力の ！
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！賜物と感謝しております。今後とも！
l率直なご意見をお寄せ下さいますよI
！う，お願いいたします。
！ （札幌稲西高 中村） ！
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